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くらし

嘱
託
職
員（
昼
間・夜
間
）　

応
募
資
格
　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
パ

ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
人

勤
務
場
所
　
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

勤
務
内
容
　
受
付
事
務
な
ど
管
理
業
務

勤
務
時
間
　
月
曜
日
〜
日
曜
日

昼
間
　
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
15
分

 

（
週
４
日
〜
５
日
）

夜
間
　
午
後
５
時
10
分
〜
10
時
10
分

 

（
週
３
日
〜
４
日
）

募
集
人
数
　
昼
間
33
人
、
夜
間
24
人

臨
時
的
任
用
職
員
　

勤
務
内
容
　
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
嘱
託
職
員
の
補
助
業
務

勤
務
時
間
　
月
曜
日
〜
日
曜
日　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
15
分

 

（
週
１
日
〜
２
日
）

備 

面
接
な
ど
の
日
時・場
所
は
後
日
通
知

申 ・
問
履
歴
書（
希
望
の
職
種
を
記
入
）、志

望
動
機
を
書
い
た
も
の
を
、
３
月
９
日

（
木
）午
後
５
時
30
分
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
課（
〒
５
７
０－

８
６
６
６

京
阪
本
通
２－

５－

５
）へ
持
参
ま
た

は
郵
送

℡ 

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
２
０

市民の皆さんのお問い合わせランキング　ベスト5!!
第1位　Qふとんはどうやって出すの？

A  45リットルのごみ袋に入れて排出してください。余裕があれば他の粗大を入れても結構です。入らない
場合は、広がらないように紐でくくって排出してください。

第2位　Qタンスは解体すれば料金は安くなるの？
A  タンス本体サイズの料金となります。料金に変わりはありません。

第3位　Qボールは全部燃えるごみなの？
A  空気を入れるタイプのボールは燃えるごみの日に排出してください。ゴルフボール・硬式野球のボールは
粗大ごみになります。

第4位　Q旅行バッグの中に他のごみを入れて出していいの？
A  中にごみなどを入れずに出してください。

第5位　Qクリーンセンターにごみを持ち込みたい。どんなこと注意したらいいの？
A  資源ごみ・可燃ごみ・粗大ごみと分別してください。資源ごみは無料となります。

詳しくは、排出手引き・日程表をご覧ください。。

平
成
29
年
度

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

セ
ン
タ
ー
職
員

募集

No.17

問クリーンセンター業務課　℡06-6991-3840

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

 

実
施

パ
ブ
リ
ッ
ク

　
コ
メ
ン
ト
の

 

実
施
結
果
の
公
表

粗
大
ご
み
な
ど
の

　
処
分
に
無
許
可
業
者
を

 

使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

 

お
知
ら
せ

｢

守
口
市
一
般
廃
棄
物
処
理

 

基
本
計
画（
素
案
）」

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
守
口

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」（
平

成
23
年
度
に
策
定
）の
策
定
作
業
を

進
め
て
お
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
３
月
16
日（
木
）ま
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

閲
覧
場
所
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

環
境
政
策
課
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
市
施
設
に
募

集
要
領
お
よ
び
意
見
提
出
用
紙
を
設

置
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
ま
す
。

提
出
方
法
　

▽
閲
覧
場
所
へ
持
ち
込
み

▽ 

郵
送（
〒
５
７
０
―
０
０
４
２
寺

方
錦
通
４
―
９
―
12
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
総
務
課
）

注
３
月
16
日（
木
）消
印
有
効

▽
フ
ァ
ク
ス

FAX 

０
６
・
６
９
９
１
・
７
１
８
８

▽
メ
ー
ル

 M
ori_clean_genryou@

city-
m
origuchi-osaka.jp

注 

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
は
必
ず
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
総
務
課

℡ 
０
６
・
６
９
９
１
・
６
３
１
３

　「
守
口
市
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関

す
る
条
例（
案
）骨
子
」に
つ
い
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た

結
果
、
貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
の

概
要
と
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
政
策
課

お
よ
び
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
環
境
政
策
課

℡ 

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
１
１

　
昨
今
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
ご

み
を
持
ち
込
ま
れ
る
市
民
の
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
度
末
に

引
っ
越
し
や
、
掃
除
な
ど
で
多
く
の

ご
み
が
で
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

　
ご
み
を
持
ち
込
む
際
は
、
ご
本
人

が
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
来
場
さ
れ

る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

　
市
の
収
集
運
搬
の
許
可
を
持
た
ず

に
、
他
人
の
ご
み
を
持
ち
込
む
こ
と

は
法
律
違
反
で
処
罰
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い（
５

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
、
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
両
方
が
科
せ

ら
れ
ま
す
）。

　
安
全
で
安
心
な
ご
み
行
政
に
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
課

℡ 
０
６
・
６
９
９
１
・
３
９
３
５

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者

の
皆
さ
ん
、
求
職
者
支
援
制
度
を
ご

存
じ
で
す
か
？
　

　
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た

民
間
訓
練
機
関
が
実
施
す
る
職
業
訓

練
を
受
講
し
、
就
職
に
必
要
な
知
識

や
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

国
の
支
援
制
度
で
す
。
ま
た
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
担
当
者
制
個
別
相
談
を
実

施
す
る
な
ど
積
極
的
に
支
援
し
、
早

期
再
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

対▽ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み

を
し
て
い
る
こ
と

▽ 

雇
用
保
険
に
加
入
中
で
な
い
ま
た

は
失
業
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

こ
と

▽
働
く
意
思
と
能
力
が
あ
る
こ
と

▽ 

職
業
訓
練
な
ど
の
支
援
が
必
要
で

あ
る
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
認
め
る

こ
と

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内 

①
受
講
で
き
る
訓
練
コ
ー
ス（
介

護
福
祉
、各
種
事
務
、美
容
関
係
、

Ｉ
Ｔ
、
デ
ザ
イ
ン
、
Ｐ
Ｃ
な
ど
）

②
訓
練
期
間
は
２
カ
月
〜
６
カ
月

間
で
毎
月
開
講
予
定

　 

③
訓
練
期
間
中
、
一
定
要
件
を
満

た
す
人
に
職
業
訓
練
受
講
給
付
金

（
月
10
万
円
＋
通
所
手
当
＋
寄
宿

手
当
）の
制
度
あ
り

¥
教
材
費
な
ど
実
費
負
担

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
門
真・
職
業
相
談

部
門

℡ 

０
６
・
６
９
０
６
・
６
８
３
１

（
部
門
コ
ー
ド
41
♯
）

守口市民憲章
　わたしたちは、自由と平和を愛し、人間尊重と自主自立の精神に立ち、互いに協力してよりよい生
活を営むためにこの憲章を制定します。

（１） わたしたちは、公害を出さないように心がけ、緑と広場のある生活環境をつくりましょう。
（２） わたしたちは、お互いに仲良くし、あたたかい人間関係によって連帯感を育てましょう。
（３） わたしたちは、自然と文化財を守り、教養を高め、常識豊かな社会人となりましょう。
（４） わたしたちは、社会福祉を進め、特に青少年に夢を、老人、身障者らには行きとどいた愛の手を

伸ばしましょう。
（５） わたしたちは、市政に対して批判と協力を惜しまず、明るい守口市をつくりましょう。

大規模災害に備え
飲料水の備蓄を

　地震などの大規模災害が発生した場合、
市内の広範囲で断水が生じ市民生活に重大
な支障をきたすことが想定されます。
　自身や家族の安心のためにも、日ごろか
ら飲料水の備蓄をお願いします。
　なお、最低限必要な飲料水の目安は、１人
１日あたり3ℓです。
問水道局お客さまセンター
℡06-6991-6771
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